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【巻頭記事】

日本のこれからのイエナプラン研究に寄せて
　　　　　　
 
協会設立の意図
　協会に待望の「研究部」が立ち上がったと聞き、大変嬉しく思っています。
　日本イエナプラン教育協会設立への動きが始まっていた頃、私は、協会が日本
でイエナプランに取り組む人たちを繋ぐ役割を果たすものになってほしいと思っ
ていました。つまり、会員自身が主体的に参加する団体です。何か、会の役職者
や運営者たちがもたらすものを「受け止め」るだけの組織であってほしくないな
と思っていたのです。
　もちろん、当時は、私自身、オランダで蓄積されている経験を少しでもたくさ
ん日本に伝えたいとの考えもありました。しかし、それは、「これが正解ですよ」
と言いたかったわけではなく、オランダでは、現場の先生たちが、こんなふうに
自分達の力でイエナプランのあり方を工夫しより良いものにするために共につな
がって情報を共有しているということを伝えたかったのです。

 
オープンモデルとしてのイエナプラン
　イエナプランが「オープンモデル」の教育理念であることは、皆さんも一度どこかで聞かれたことがあると思い
ます。これは、オランダのイエナプラン関係者がよく話題にすることですが、イエナプランが、一人ひとりの子ど
ものニーズに合わせるものであることを受け入れるものであるのならば、イエナプランスクールの在り方も、一つ
一つの学校の事情やニーズに合わせて異なるのが当然だ、という意味なのです。
　ですから、オランダにオランダのイエナプランがあるのだとしたら、日本には日本のイエナプランがあっていい、
そう思います。そうでなければならないと思います。そして、日本におけるイエナプランの研究は、このことをぜ
ひ意識して続けていただきたいと思っています。
 

独善ではなく先駆者に学び、仲間とリフレクションをすること
　けれども、それは、これまでの経験者の言葉を排除することでは全くありません。日本には日本のやり方がある、
オランダの事情は文化も背景も異なるのだから役立たない、オランダの人にとやかく言われたくない、というのは
間違いだと思います。それでは、人の声に耳を貸さない独善に過ぎません。真の探求者は、自分とは異なる人の見
方や考え方にオープンです。他者の見方・考え方を、自分の考えをより確固とした持続可能性のあるものにしてい
くために利用する力を持っているものです。
　こうした、多分日本とは前提条件が色々と異なるオランダで行われているイエナプランから何かを学び取るには、
今、自分が関わっている日本の状況を共有している日本の仲間と一緒に、オランダの事情に基づいた先例について
一緒に学び、それについて議論していく姿勢が大切だと思っています。「オランダでは、こういう点はこんなふうに
できるんだ。でも、日本ではそれは無理かもしれない。なぜできないんだろう。できるようにするには、どこにど
う働きかけたらいいのだろう」そういう思考を仲間と共有することで、アイデアや見方に膨らみが出てくるし、そ
ういう多面的で複眼的な目を持つことで、クリエイティブな考え方が生まれてくるものなのです。
　イエナプランナーは、子どもたちが、お互いの違いをうまく利用し合いながら成長することを重視しています。
であれば、日本のイエナプランナーにも、日本国内で一緒に取り組みながらも、自分達が見ている視点、考えてい
ることの違いを出し合えば、きっと建設的な解答を生み出していけると思います。 

リヒテルズ直子
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Less is More
  しかし、そのためには、テーマを狭く設定することも大切です。
　よく、日本の大学生が「『イエナプラン』をテーマに卒論を書きますから相談させてください」と言ってくること
があります。私は、その度に、イエナプランの何に関心があってこのテーマを選んだのですか、と聞き返すことに
しています。「イエナプラン」というテーマでは、あまりにも包括的で、あまりにも漠然としており、抽象的な概念
でしかないからです。研究には、具体的な事物が必要です。そうでなければ、本当の問いは生まれてきません。大
切なのは、「なぜイエナプランに惹かれるのか？」「イエナプランの何が、自分の心を揺さぶっているのか」という
ことです。自分が感じていること、自分が揺さぶられたことを具体的に言葉にする努力を怠ってはならないと思い
ます。それを「イエナプラン」という大きな言葉で全部包括させていたのでは、研究は一歩も前に進むことができ
ません。
　ワールドオリエンテーションのテーマについて、研修でもよく話題になります。
　「オランダの学校では、どういうテーマをワールドオリエンテーションで使っているのですか」という質問をよく
受けますし、どこかの学校でやっているワールドオリエンテーションのテーマのリストをもらい嬉々としている人
も見たことがあります。
　でも、テーマが何かが問題ではないのです。極端なことを言えば、テーマは「なんでも良い」のです。なぜなら、
ワールドオリエンテーションは、テーマになっている事柄についてたくさんの知識を持つことそれ自体が目的では
ないからなのです。どんなテーマであれ、自分が何かについて知りたいと思ったときにどういう方法や手続きで研
究を進めるかを学ぶ、それがワールドオリエンテーションの目的です。
　ただし、「良いテーマ」はあります。それは、出発点となるテーマが、具体的で目に見えるものであることです。
ある人は、それを、Less is More と表現します。テーマをできるだけ小さく具体的に絞るほど研究に広がりと深み
が増していくというものです。
 
　例えば、「鳥」というテーマでワールドオリエンテーションを始めるのと、「カラス」というテーマで始めるのとでは、
どちらが良いと思いますか？　どちらが問いが出しやすいでしょうか？
　「鳥」というテーマだと、ある人は頭の中に鴎のことを、ある人は雀、ある人はフラミンゴ、ある人は鶏と、皆、
自分の身近にある鳥のことを思い浮かべることでしょう。そういうときに、餌は何？　生態は？　飛び方は？　な
どと問いを出しても、鳥によってそれぞれ異なるし、収拾がつかなくなるのです。でも「カラス」であればグッと
範囲が狭まり、それぞれの人が出す問いもみんなで共有しやすくなります。「学校の近くでゴミを突いていたカラス」
であれば、もっと研究は深みのあるものになります。
　イエナプランの研究も同じです。「イエナプラン」と言っただけでは、異年齢学級に興味がある人、対話に興味が
ある人、ワールドオリエンテーションに興味がある人と、皆バラバラになると思います。だから、研究をするので
あれば、テーマを小さく絞って、それに関心のある人たちが研究グループを作って一緒に意見交換しながら始める
のが生産的です。
 

イエナプランの外に目を向けよ
　オランダでイエナプランが普及し始めたときにも、オランダの教員たちは、テーマ別に研究に取り組みました。
　スース・フロイデンタールは、夫の出張に伴ってアメリカに行った際に、「異年齢学級」をテーマに、アメリカで
異年齢学級を実施していた人たちの研究を集めてきました。また、探求的な学びについて知りたくて、スプートニク・
ショック以後のアメリカの科学教育にも関心を寄せました。それが、アフリカ大陸で、プライマリー・サイエンス
の仕事をしていたオランダ人ヨス・エルストヘーストの論文に繋がり、「ライオンありに聞いてごらん」の論文が、
オランダのイエナプランナーたちのワールドオリエンテーションのバイブルのようになったことは周知の通りです。
　元ドクター・スハエプマンスクールの校長リーン・ヴァンデンヒューヴェルさんも、大変な勉強家です。彼は、
若い頃にイエナプランに魅せられ、自分が校長として勤めていた学校を素晴らしいイエナプランスクールにしていっ
た人ですが、イエナプランスクールにあるべき学校運営の仕方とはなんだろうと考えて、ピーター・センゲのシス
テム理論、彼の有名な著書「学習する学校」に至っています。また、子ども中心のイエナプランスクールで、ブロッ
クアワーやワールドオリエンテーションを進める際に教員たちは子どもたちに対してどんな態度で臨めば良いのだ
ろうか、という彼自身の内側からの問いから、フィードバックの仕方を求めて、ジョン・ハッティの研究にたどり
着くのです。
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　逆ではないのです。システム理論が有名だから、ジョン・ハッティが有名だから、それを学ぶのではない
のです。それでは、研究は、総花的なものに終わり、深いもの、自分のものにはなりません。大切なのは、
研究者自身が、「自分が日頃から気になっている」「自分の内側から湧き起こってくる」どんな問いを持って
いるか、それから出発することなのです。

 
ヤンセンの自転車を使って
　ワールドオリエンテーションについて学んでいてはじめて「ヤンセンの自転車」のことを知ったとき、「こ
れを若い頃に学んでいたら、大学の卒業論文など本当に苦労せずに書けただろう」と惜しい気持ちになった
のを思い出します。「ヤンセンの自転車」は、研究者がやるべき手続きを見事に整理してくれているものです。
　皆さんも、イエナプランの中の、何か具体的で自分の中から湧き起こってくる問いに出逢ったら、ぜひと
も、ヤンセンの自転車に沿って探究を進めてください。そこには、問い、見つけたこと、見つけたことから
自分の問いへの結論を引き出す際に、みんなで話し合って複眼的に議論することを通した、「研究仲間」の
必要性が書かれています。また、情報収集においては受け手としての情報リテラシー、発表においては送り
手としての情報リテラシーが重要であることが示されています。信憑性のある情報収集は何で、信頼できる
責任ある情報の送り手になるとはどういうことかが分かります。先駆研究に学び次世代の研究者のために自
分の研究を提供する上で学んでおかなければならないことです。
　そして、研究は、こうしてその場の仲間と一緒にやるだけではなく、時間を超えて、未来の研究のための
礎になることも大切です。研究成果を、報告書としてきちんと残してください。
　各自の研究を仲間のリフレクションを通して精緻化していくこと、それを新しい世代の人々に後継するた
めに残していくこと、それが、研究部の仕事のエッセンスであると思います。
　学校でヤンセンの自転車を使って子どもたちにワールドオリエンテーションを行うのであれば、まずは、
大人である私たちが、それを実践していることが大切です。
　研究は、名声のため、権威づけのためにするものではありません。本当に価値ある研究は、自ずと人々の
目を引かずにはおれないし、自ずと他者から尊重されるものになっていくはずです。協会の研究部が、そう
いう研究者の集団となることを祈っています。
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【 研究部発足 】

＜活動報告と研究部へのお誘い＞
 
                                                                                                                                    濵 大輔
 
　
　研究部は二度の事前説明・交流会を経て、2022 年 6 月に総勢 18 名で発足しました。
　メンバーはイエナプラン教育に関して一定の知識と経験を持ちつつも、お互いから学び合うことで、

「イエナプランナーとしてもっと成長したい」
「これからのイエナプランの発展に貢献したい」
という意欲に溢れています。活動は主にオンラ
イン（Slack·Zoom）で行い、これまでに初回
のキックオフミーティング、お互いを知り合う
手相見交流会を実施してきました。

　設立準備期から、私たちに共通した研究部の
活動イメージは、「イエナプラン」をテーマにし
たワールドオリエンテーション（共同研究）で
した。これについては、既に本の感想シェア会
が行われたり、Slack 内で互いの実践を紹介し
合ったり、お悩み相談のチャンネルが出来たり
するなど、個性豊かなメンバーによる自律的な
活動が始まっています。　　　　　　　　　　　　　

　自分が関心のあること、学びたいことについて
「◯◯◯について、誰か集まって話しませんか？」
「△△△について、このチャンネルで共有しましょう」
などと、自ら発信して場をつくっていくことは、まさに私たちが教室（リビング · ルーム）で子どもたちに
期待することと重なっていると思います。
 
　これから、私たちの共同研究がアメーバのごとく有機的に、一層多様に発展していくことを
楽しみにしています。
 
　他方、私たちの活動も協会の運営と同じく、ボランティアベースで行われています。メンバーは学ぶこと
が大好きな人ばかりと感じていますが、同時に日々の生活・仕事とのバランスを大切にし、持続可能に活動
していくことにも気をつけていると感じます。なかなか Zoom に顔を出せていないメンバーも、Slack 上
のコメントで自己紹介や研究部でやりたいことのアイディアを寄せるなど、それぞれの状況に応じた参加の
仕方を工夫しています。
 
　また、個人的には「日本・イエナプラン」の発展に今まさに必要なことを選び取り、優先順位やアウトプッ
トを意識して取り組むことの必要性も感じています。今号の巻頭特集には、特別顧問のリヒテルズ直子より、
研究部設立にあたって多くの示唆に富むメッセージも頂きました。研究部はまだ歩み始めたばかりですが、
この場に秘められた大きな可能性を感じています。
                         

キックオフ時の活動の流れとイメージ
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　わたしたちの場はいつでも開かれています。加入を希望される方は、以下の目的・条件をご確認の上、
info@japanjenaplan.org までお気軽にご連絡ください。

　イエナプランの理念を共有し、それを具体化するための方途を考えるには、多くの仲間が必要です。
わたしたちと一緒にイエナプラン自転車のペダルをこぎましょう！

＜設立呼びかけ文＞

　当協会はこれまで、イエナプランの日本での普及に 10 年以上にわたって取り組み続けてきました。
そして昨今、これらの努力の積み重ねとして、イエナプランは多くの人たちに認知していただける
ものとなりました。これは特別顧問（設立時代表）のリヒテルズ直子の尽力によるところが多大で
ありながら、同時に、多くのイエナプランの理念に共鳴するあらゆる立場の人たちの力によって実
現してきたものでした。そして、このように振り返る時、私たちはイエナプランのコンセプトが堅
牢であることと、私たち自身の心からの望みが指し示す方向性について、確信を強めずにはいられ
ません。

　さて、日本には現在、2 つのイエナプラン認定校があります。また、自治体が推進するイエナプ
ランを参考にした「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を目指した取り組みも重
ねられてきています。さらに、「新たな教育」を求める声が市民レベルで高まっていることも長らく
感じてきており、それに伴ってイエナプランに一層の期待が寄せられるようになっていることも認
識しています。そこで、これらを踏まえ、当協会では今まで以上に、次のことに取り組むことが必
要だと考えました。

●実際の学校現場における実践を記録 · 保管すること
●上記実践と、過去のイエナプランに関する理論的な研究／関連する子ども学的知見を往還させること
●これらの知見がより多くの教育者に共有の財産として広められること

　この度、私たちは協会内部に ＜研究部＞ を設けて活動していくことを決めました。ここまでの説
明は、その決定の背景にある私たちの考え方をお示ししたものです。

　この活動を通して、これからの「日本 · イエナプラン」を共につくっていくことが出来ましたら幸
いです。どうぞよろしくお願い致します。

▶︎目的
　日本の学校・園等におけるイエナプラン教育実践の発展・推進のための研究及びアウトプット
▶︎条件
　・日本 ( 及びオランダ ) イエナプラン教育専門教員資格認定研修修了者
　　 もしくはイエナプラン教育の実践を 3 年以上している方
　・ 協会会員

http://info@japanjenaplan.org
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メンバーでアイディアを出し合って作った研究部の Slack ロゴ

設立呼びかけ時のポスター（2022.4.17）
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はじめに
　いかがお過ごしでしょうか。私は現在福岡教育大学で教員養成に携わっておりま
す。昨年の 11 月あたりに、「イエナプランの理念は、大村はまの理念と共通して
います」といったお話をしたことがご縁で、ニュースレターに機会をいただきまし
た。イエナプラン教育の理解はまだ十分ではないので、間違っていることがあれば
ご容赦ください。
 
１. 同じ時代を生きていたお二人
　大村はま という国語科教師を皆様はご存知でしょうか？実はスース・フロイデンタールと大村はまは、同時代を
生きています。スース・フロイデンタールの生年は 1908 年、大村は 1906 年です。私がそれに気づいたのは迂闊
にも昨年の 10 月頃ですが、その時ああ、やっぱりと妙に納得しました。それは、あの時代を生きた人たちなのだと
いうこと、よりよい教育を求める思い、前号の平川教育長の記述を借りれば、「子ども基点」という思いは共通する
ということを思ったためです。
　実際のフロイデンタールと大村の関わりはわかりません。大村は大変な読書家であり、おそらく海外の教育に関
する文献も読んでいたと推察されるので、もしかしたらイエナプラン教育のことは、どこかの時点で知っていた可
能性はありますが。

２. 大村はまが実践した国語科単元学習のこと
(1) 単元学習について
　最初に大村はまが実践した国語科単元学習を簡単にご紹介します。
こちらに記載する内容は、著書『大村はまの「学習の手びき」についての研究 - 授業における個性化と
個別化の実現 - 』（2016　風間書房）[1] の第２章に記したことです。部分的に引用しながら、表現を変えて
記載しますのでご了解ください。
　
日本に「学習者から始まるという思想」による単元学習という発想が示されたのは，第二次世界大戦後です。実は
1947 年と 1951 年に出された学習指導要領（試案）の国語科編にも「単元」の説明があり，「学習者から始まると
いう思想」が示されています。
こうした単元学習について，３人の国語教育学者の言葉を借りて説明します。
　まず、国語教育学者の田近洵一です。田近は，単元学習について次のように述べています。
・わざわざ「単元学習」というのは、学習活動のまとまりを特に重視するからである。学習活動のまとまり

は、  言うまでもないことだが、学習者にとってのものでなければならない。そのためには、児童・生徒の興味　　　　　　
や問題意識が基盤となり、その追求として一つの学習活動が成立する時、その学習は、一まとまりの活動として
意識され、学習者自身のものとなる。

・ある問題を解決したいという内的欲求につき動かされて、友だちと意見を交換したり、関する情報を収集したりす
る [2]

[1] 若木常佳（2016）『大村はまの「学習の手びき」についての研究 - 授業における個性化と個別化の実現 -』（風間書房）　
[2] 田近洵一（1993）「単元学習の構成」（『ことばの学び手を育てる国語単元学習の新展開Ⅰ理論編』（日本国語教育学会編　p.58）

【研究報告】

若木常佳（福岡教育大学大学院教育学研究科）

イエナプラン教育と大村はまの国語科単元学習
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　次に桑原隆です。桑原は単元構成の原理として、次の４点を挙げています。[3]

・学習者主体の原理（学習者の興味・関心、学習者の未来志向）
・個別化の原理（個人差に応ずる学習活動、この世界を生かす単元）
・生活化・活動化・課題化の原理（学習の生活化、課題解決のための言語行動・言語活動）
・学習材の多様化と創造の原理（生きた学習材の発掘、学習目標と学習材）　

　最後に野地潤家です。[4]

　野地は、大村の戦後の荒れ果てた状態からスタートした学習指導を高く評価し、解説と価値づけをした国語教育
学者です。「クリティカルフレンド」として、大村と対談しながら大村の理念や具体的な方法を引き出しています。
そうした大村の実践についての理解も踏まえた上で、野地は国語科単元学習について「与えられた国語教材（主と
して国語教科書）から出発」したものと「目の前の学習者（児童・生徒）の実態から出発」したものに分けています。
そして、「後者の側に、わが国の国語科単元学習の本格的な生誕を見出すことが多い。それは外来の単元学習の移入・
移植などではなく、終戦直後のわが国の教育現場の実践の中から、やむにやまれぬ、必然の方法に立つ授業として
成り立った」と述べています。
 
　前号のニュースレターに濱さんの「生きた学び」の中に１年生の教室のことが述べられていました。例えば「お
母さんに買ってもらったビーズで作ったネックレス」に関連した学習です。これはまさしく「目の前の学習者（児童・
生徒）の実態から出発」であり、そこから学びを構築していく姿です。そして、「グループリーダーは焦っていません。
なぜなら」とあります。それはグループリーダーが子どもの関心と動きと子ども学習、学習するべき内容を照合す
る目をしっかり持っていることを示しています。
　このことは子どもが考えたいと思ったこと、知りたいと思ったことを追求するという道筋に対して、その過程で
行われる言語活動が言語能力、言語技術を育てるというという二重の構造（「目標の二重構造化」）が図られている
ということです。単元学習を進める上で、この教師の働きはとても大切です。
 
(2) 大村の国語科単元学習が生まれた時
　大村が単元学習に向かったのは、やむにやまれぬ状況から生まれた実際上の工夫からでした。大村は第二次世界
大戦後、高等女学校を出て新制中学校に赴任します。それは戦争とこれからの時代に対する大村の責任の取り方で
した。大村はそれを「戦争責任にいたたまれないような気持ち」で「捨て身の覚悟で新制中学校に出てきた」と表
現しています。
　しかし、大村を待っていたのは、第二次世界大戦直後の荒れ果てた教室と文具も十分ではない中、8 月の終戦か
ら 4 月までの約７ヶ月を教育から引き離され、ある意味生きることだけで精一杯だった子どもたちたちでした。教
室とも言えない場所で騒ぎ続ける子ども達に対し、経験 20 年というベテラン教師の大村は、立ち往生します。万
策尽きた大村は疎開させていた荷物の中から、新聞や雑誌を活用して「百通りの教材」を作成し、走ってくる子ど
もをつかまえて一人一人にそれを鉛筆と一緒に渡していきました。その時のことを大村は次のように述べています。
少し長くなりますが、引用します。
 
　そうしたら、これはまたどうしたことでしょう。仕事をもらった者から、食いつくように勉強し始めたの
です。私はほんとうに驚いてしまいました。そして，彼等はほんとうに「いかに伸びたかったか」ということ、
「いかに何かを求めていたか」ということ、私はそれに打たれ、感動したのです。そして子どもというものは
「与えられた仕事が自分に合っていて、それをやることがわかれば、こんな姿になるんだな」ということがわ
かりました。〈引用者中略〉そして、人間の尊さ、求める心の尊さを思い、それを生かすことができないのは
全く教師の力の不足にすぎないのだ、ということがよくわかりました。」[5]

 
　深川第一中学校でのことです。この時大村は、「隣のへやへ行って思いっきり泣いてしまいました」と書いています。

[3] 桑原隆（1982）「単元構成の原理は，どのように考えたらよいか」（倉澤栄吉・外山滋比古・田近洵一編『単元学習の進め方』（p.21）　
[4] 野地潤家（1977）「単元学習の再検討」（日本国語教育学会編「国語教育研究」N0.454　p.5）
[5] 大村はま（1983）『大村はまの国語教室２　さまざまのくふう』（小学館　pp.195-196）
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(3) イエナプラン教育と大村の国語科単元学習の共通点
　前号に、リヒテルズさんがペーターセンの『小さなイエナプラン』の次のような一節を示しておられます。
 
　人間の子どもが、最善の人間形成、すなわち、その子が生来持っている才能、また、その子が、この共同
体の中で、より強く、なおかつ、それによってその子自身が、より大きな社会の中でアクティブなメンバー
として、より豊かに、より価値ある存在としてでていくための、内なる成長欲求によって決まる人間形成を
可能なものにする養育共同体とは、どのように作られているべきなのか、もっと簡潔に言えば、人が自らの個
性をパーソナリティとして完全に開花させることのできる養育共同体とはどのようなものであるべきなのか。

 
　大村もおそらくこの思いを持っていたと思います。大村は何人もの優れた師を持っていますが、その一人である
芦田恵之助の言葉を受けながら、次のように述べています。
 
　人間にはいろいろの人があり、いろいろの出来があり、どういうふうに咲いたってこの花は、この花に生
まれていれば、この花しか咲かないという、そういうふうなことを低い声で私にとも、ご自分にともなく言
われました。
ひと言ずつ、心にしみた夕方のことでした。それから、それがいつも心にありました。子どもたちの差異、
そのままが平等だと、先生は後にお書きになっていらっしゃいますけれども、それを教えてくださったと思
います。全部のものが牡丹になったりすることがないということや、そうでなくても，その一つ一つが全部、
力いっぱいに咲いているということや、それを見る目とが、育てることとか、結局、個人を大事にし、「個人
差に応ずる」と後には申しました。そういうことの基本を、先生から教えていただいたと思っています。[6] 

　こうした大村が理想とした教室とは、次のようなものでしょう。
 
・学習者個々に対応する複数の教材や課題、対象や自己と対話を深めるための視点が複数示され、その中で他者との

比較や競争ではなく相互の学習内容から学び合うもの
・その過程で、学習者は自己の学習に精一杯に取り組み、自身の成長と自身の学習の価値と他者の存在意義を感得す

るもの　
 
　そうした教室で学んだ子どもたちは、優劣を見せられるだけでは到底得ることのできない自分の存在に自信を持っ
て、そして他者を大切にする思いを持って教室から出て行ったということになると思います。
　こうしたこと以外にも、学習過程に探究過程が組み込まれていることや、教科書からだけではなく、世の中の「ホ
ンモノ」が学習に関わっていることも大切な共通点です。また、イエナプラン教育ではポートフォリオを作成しま
すが、大村の教室でも、学習記録を作成しております。その現物は、鳴門教育大学に保管されており、1934 年の諏
訪高等女学校の生徒さんのものから石川台中学校の生徒さんのものまで「2060 冊」あります。[7]

(4) 大村の国語科単元学習の独自性
　少しだけ、もしかしたら今後、子どもからスタートするイエナプラン教育を実践される方々の手がかりになるとい
いなという思いで、大村が国語科単元学習を実践する際に開発した「学習の手びき」のご紹介をします。
　「学習の手びき」には、子どもたちの内面にある多様な思いを掘り起こしつつ、自分でも気づかなかった何かを手
にして、それを活用しながら交流したり、学習をどう進めるかということを子どもの学習状況に基づき、手を引く
ように示したものなどがあります。
　子どもたちの内面にある多様な思いを掘り起こしというものについては、「ここに〜ってある、これはどうしたこ
とだろう？」など、子どもがそのまま使って考えることができるように工夫してあります。その実際を下に「資料」
として提示します。

[6] 大村はま（1983）『大村はまの国語教室２　さまざまのくふう』（小学館　pp.195-196）　
[7]https://www.naruto-u.ac.jp/library/shiryo/002002.html　（橋本暢夫第 6 代附属図書館長）最終確認 2022 年 7 月 26 日
　

https://www.naruto-u.ac.jp/library/shiryo/002002.html
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「資料」大村の「学習の手びき」例

　こんなことが話せるように

○  ここを見ると、——ということが考えられるが，どうだろうか。
○  こことここを合わせて見ると、——ことが考えられるが、どうだろうか。
○  ——ことに気がついた、ここを見てごらん。
○  どうしてだろうな、——ことは。
○  これは、きっと——わけだろう。
○  このあらわれを、わたしはこう見る。
○  これは、喜んでいいことだ。——ことは。
○  しかし、喜んでばかりはいられない。ここに——ことがある。

　この「学習の手びき」は【単元「私たちの読書力〈図表を読む〉」（1970 年７月・２学年）】の中で使われています。
単元の中で子ども達は、自分達の読書力を捉えるため、多様な読書力についてのテストを受けますが、そのデータ
は複数の図表となり、教材として示されるのです。この「学習の手びき」は、その中で複数の図表を読み比べて自
分達の状況を捉えるための学習で使われました。「比較しなさい」「気づいたことを言いなさい」という表現ではなく、
思考や考え方を子どもがつぶやきながら使えるように記しています。
 
 こうした「学習の手びき」は、大村自身が一人の学習者となり、自身の中に何が生じ、何が浮かんでくるのかとい
う自身の内面を徹底して見つめ、それを手がかりとして学習者の心や頭に起きるであろうことを予測するというこ
とによって生まれています。

 
おわりに
　今、心がざわつくような出来事が多くあります。不安も大きく、教育の現場も「やりがい搾取」「ブラック」と言
われ続け、現場でもがく先生たちにサポートが届くことも少ないかもしれません。
 
　しかし、教育は全ての根幹です。
 
　これはどんな時にも譲れません。だから私たちはプロである、専門家であるという意識を持ち、それぞれが持っ
ている自分の性質を知ってそれを生かす、そうしたことが求められるように思います。違いこそが学習を豊かにし、
違いこそが私たちの世界を豊かにします。違いを塗りつぶすことのないこと、それを何よりも大切にしなければな
らないと思います。
　私は、一度だけ、大村はま先生と言葉を交わしたことがあります。31 歳の時です。先生がご講演に来られた時、
院生だった私は「裏方」としてお手伝いを致しておりました。その時、たまたまフロアにお一人で腰掛けておられ
る大村先生を見つけ、「千載一遇」の機会とばかり、少し躊躇しましたが「今、大村先生の「学習の手びき」を研究
させていただいております」とご挨拶と自己紹介を致しました。その時、大村先生は、にっこりお笑いになり、手
をとってくださって、「そう、しっかりね」と澄んだお声で答えてくださいました。本当に短い時間でしたが、その
時の「そう、しっかりね」という言葉、「そう」と「しっかりね」に置かれたほんの僅かな間に、迎え入れていただ
けたような感じを受けました。
　今も、折に触れて思い出します。そして教室のどの子どもにも、こうした「迎え入れていただけたような感じ」
があると、生きていくことができるのではないかと思います。 



12

Copyright 2022 一般社団法人日本イエナプラン教育協会 All rights reserved.

学習指導要領（試案）から見えたこと　　　　　　　　　　　　　 

 
　
　私は公立小学校の一教員である。イエナプランと出会ったのは平成 28 年、
元同僚から聞いたことがきっかけで、公立小学校でできることをじわじわと
実践中である。そんなある日、書庫である書が目に留まった。

　学習指導要領一般編（試案）昭和 22 年度　文部省

　手書きでいかにも年代物の書物。
学習指導要領の原点となる書のようだ。（以下、「　」一部抜粋）

　「序論 なぜこの書は作られたか」から始まり、「わが国の教育はこ
れまでとは違った方向に向かって進んでいる。上から決められたこ
とを実行するといった画一的な傾きがあったのが、こんどはむしろ
下の方からみんなの力でいろいろとつくり上げていくようになって
きた」さらに、「教育に一定の目標を掲げ、その目標を達成するため
には、骨組に従いながらも、地域の特性や学校の施設の実情、さら
に児童の特性に合った内容、それぞれの現場でそれらの事情にぴっ
たりした内容を考え、その方法を工夫してこそよく行くのである」「型
のとおりにやるのなら教師は機械にすぎない」「新しく児童の要求と
社会の要求とに感じて生まれた教科課程をどんなふうにして生かし
ていくかを、教師自身が自分で研究して行く手引きとして書かれた
もの」と本書の目的が明記してあった。

　続いて、「どんな研究の問題があるか」の項目では、「児童は身近
な見なれたことを基にして新しいことを学びとって行くものである」「十分な学習効果をあげるには、児童
が積極的にみずからこれを学ぶのでなければならない」「指導をするにあたって、その素材を選ぶためには、
児童の興味や日常の活動を知ることが欠くことができない」「教材についての研究は、豊かな児童の生活の
動き、その地域の自然や社会の特性、学校の設備などを生かす」と書かれていた。

　この試案を読んだ時、平成 29 年告示の学習指導要領と共通していると思ったと同時に、イエナプランと
の親和性を感じた。70 年前の試案が、７回の改訂の変遷を経て、今回の改訂では教育の原点に戻ったので
はないか。これまでの改訂では、目指す方向性、目標はよかったものの、それを達成するための手段や方法

（一致団結とか協力など）がよくなかったのかもしれない。とかく、学校現場は目的が手段になってしまう、
または、目標は改訂されているのに実際にやっていることは前例踏襲で変わらないことがよくある。「学ぶ
のは児童だ」今一度、教育の原点に立ち返り、目標を達成するための手段として、イエナプランのエッセン
スを取り入れ、教職員全体で学校・学級経営を見直す時である。
　
参考文献：学習指導要領一般編（試案）昭和 22 年度　文部省

橋本 靖子
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イエナプランの実質に向かって
濵 大輔

本稿では、日本の学校をイエナプランの方向に “ 実質的に ” 進化させることと、それに向けた私の研究・
実践の一部をお伝えします。前半は、2017 年に参加した日蘭アカデミーからの課題意識と「ホンモノ」
の学びについて。後半は、2022 年 4 月に公開されたウェブサイト「学習指導要領を使う」とその中心的
なコンセプト、代表的なツールの一つである「学習指導要領モニターシート」と公立小学校における活用
事例について記しています。

■わたしの課題意識

　2017 年、わたしは 3 ヶ月のオランダ・イエナプラン教育専門教員養成研修に参加していました。現地では、そ
れまで理想として何度も描いてきたイエナプランの姿が「やっぱりそうだったか！」と確かめられたり、「まさかこ
んなことが…」と想定を覆されたり、言葉では容易に言い表せない程に大きな学びを得ました。と同時に、わたし
の中でこんな課題意識も大きくなっていきました。

「この国とは全く異なる日本の学校の中で、イエナプランをどう実現できるのだろう？」
これは、まさにライフワーク。一生かかっても終えることのない課題でしょうが、差し当たって何かから着手しな
ければなりません。トピックは無数にありました。しかし、わたしは「はじめに選ぶべきは、学校教育全体の梃子
の支点に違いない」と考え、「学習指導要領」の研究に取り掛かりました。

■イエナプランを実現する

　イエナプラン教育の創始者ペーター・ペーターセンは、自身の学校を「自由で一般的な国民学校」といいました。
彼は国の制度に則った、どこにでもある普通の公立学校のモデルとなる「生と学びの共同体」としての学校をつく
ることを通じて、全ての人がより人間らしく生きられる世界の実現を目指したのです。これはイエナプランを知ら
ない日本の多くの教育者にとっても共感できるビジョンでしょう。「イエナプランを実現する」とは、この名前を冠
した学校をつくったり、ブロックアワーやワールドオリエンテーションといった独自の言葉を採用することと同義
ではありません。学習指導要領も、最近でいえば「令和の日本型学校教育」も、共にイエナプランの理想とその向
かう先の価値をほぼ一にしています。わたし達は、イエナプランに学校教育の核心的な価値とそれが統合的に体現
されたモデルを見ることができます。その際、イエナプランという名前を
　・智慧を授けてくれた先人たちに敬意を示し、
　・今とこれからの教育者たちの学びに役立てるために
用いることは必要なことです。しかし、この名前を用いることが、一般の教員に対して「特定の “ メソッド ” に固
執する」ような印象を与えることもあります。わたしはそのような影響を極力除きつつ、日本の学校を可能な限り 
“ 実質的に ” イエナプランの方向に進化させることを願いました。この時、わたしが考えるべきもう一つの問いが立
ち現れました。

「イエナプランの “ 実質 ” とは何か？」

■ “ 実質 ” としての ＜ホンモノ＞

オルタナティブ教育を語る上でのキーワードの一つに「オーセンティシティー (Authenticity)」があります。これ
をリヒテルズ直子は「ホンモノ性」と訳しました。また、オランダのイエナプランナーたち（例えば、フレーク・フェ
ルトハウズ）も、＜ホンモノ＞ の重要性を繰り返し伝え、研修の場であらゆる面から示し続けました。わたしは彼
女らに導かれた経験と自身のそれまでの実践経験から、自分が担任するクラス（グループ）で起こる学びも、可能
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な限り ＜ホンモノ＞ でありたいと願いました。 そして、イエナプランの “ 実質 ” の一つは ＜ホンモノ＞ であるに
違いないと考えました。

　ところで、オランダのイエナプランナーたちは ＜ホンモノ＞ について何を語っているでしょうか。『イエナプラ
ン 共に生きることを学ぶ学校』[1] には、例えば、次のように記されています。（著者らが「ホンモノ」や「本当」に
言及している中から、わたしが ＜ホンモノ＞ に関して特に重要だと考えた 4 つの要素に分類して引用します）

■問い・関心

・「グループリーダーたちは、子どもたちをアクティブにさせるような問いかけができる、一種のアーティストにな
らなければなりません。それは、ホンモノの問い、つまり、子どもたちがアクティブになるように刺激する問い
です。」（p.146）

・「子どもたちの問いや関心から学ぶというやり方は、イエナプラン・スクールでは、ファミリー・グループワーク（ワー
ルドオリエンテーション）の中に容易に見出せます。こうして、『学校ごっこ』をするのではなく、本当の生きた
ものに関係づけられた『生きた』教育を実現することができるのです。」（p.180）

■教材（学習材）

・「（オランダ政府が示している）中核目標や中間目標のリストを見てみると、学校に『ホンモノ』の店を作ることで、
多くの目標を実現できることがわかります。」（p.79）

・「学校にホンモノのバスがあって、その中にみんなが移動しながら作業できる場があったらどんなに素晴らしいこ
とでしょう。そうすれば、ファミリー・グループの子どもたちは、毎日のように、オランダのどこかに行き、ホ
ンモノの世界から学ぶことができるでしょう。そうすれば、私たちは、水門についてただ描かれた絵からではなく、
ホンモノを見て学べるし、宝くじを当てた人に直接話を聞いてみることだってできるでしょう！どこかに、レンガ
造りの校舎の代わりに、そういう移動教室と交換したいという学校はないでしょうか。」（p.160）

■状況

・「子どもたちは、生きたホンモノの状況の中で、自分が何をするのが大事かを考えながら学ぶ」（p.91）
・「当然ですが、いつも決まって生きたホンモノのシチュエーションが使えるとは限りません。」（p.149）
・「現実との出会いもまた、できる限りホンモノでなければならない。
   見せかけの現実であってはならない。」（p.19）

■人間

・「大人も子どもも、可能な限り、あるがままのホンモノの自分自身でなければならない。それぞれが自分     らしく、
ありのままでいられるゆとりを、できる限り多く、お互いに与え合わなければならない。」(p.19)

[1]　『イエナプラン 共に生きることを学ぶ学校（Kindle 版）』フレーク・フェルトハウズ & ヒュバート・ウィンタース ( 著 )
        リヒテルズ直子 ( 訳 ) 2020 ほんの木 



15

Copyright 2022 一般社団法人日本イエナプラン教育協会 All rights reserved.

■＜ホンモノ＞ はベクトル
　この ＜ホンモノ＞ という言葉を、わたしは魅力的に感じます。一方で、これを用いる時、一部の人にとっては私
が「その他のものは ＜ニセモノ＞ であり、全く排除すべきものだ」と考えているように映るかもしれません。しか
し、イエナプランは完全に（100%）＜ホンモノ＞ である必要を訴えている訳ではありません（わたしもそう考え
ていません）。例えば、「子どもたちが取り組む問いは、必ず自分自身のものでなければいけない」とか、「常に小さ
な時事（子どもが経験すること [2]）から学びを始めなければならない」とか、「教育者（養育者）はいつ如何なる時も
人間として嘘のある状態であってはならない」とか……イエナプランにおける ＜ホンモノ＞ とは、こういう潔癖性
のようなものではありません。その証拠に、スース・フロイデンタールの 8 つのミニマム：ホンモノ性（オーセンティ
シティー）の記述 [ 前掲、斜体箇所 ] には、「可能な限り」「できる限り」といった言葉が繰り返し用いられています。
このことは創始者ペーター・ペーターセンがリアリスティックな教育学者と評されることとも符号しています。 [3]

＜ホンモノ＞ であることを追求することは価値の高い理想です。しかし、各人の置かれた状況はそれぞれに異なり
ます。ですから、わたしはこの言葉が、その程度の如何によって他者を否定するような方向に用いられるべきでは
ないと考えます [ 人間 ] 。また、ワールドオリエンテーションで取り組む問いを自ら選ぶことができない子どもに
対しては、それを選ぶための時間を与えるよりも、むしろグループ・リーダーが指示する、その子との関係性や適
切なレベル（発達の最近接領域）などを考慮したグループに参加させる方が良いこともあります [ 問い・関心 ] 。また、
単純なドリル教材は排除するべきではなく、むしろ適切に組み合わせて用いるべきでしょうし [ 教材（学習材)] 、既成
の学習プログラムを用いる可能性を排除する必要はありません [ 状況 ] 。＜ホンモノ＞ は私たちが「実際にやって
みるということと、それについてよく考えてみることとを、いつも交互に繰り返すという態度」（イエナプラン 20
の原則の 20 番）で志向すべきベクトルなのです。 

■＜ホンモノ＞ の学びに向かって
　さて、先述の考えのもと、わたしはオランダ滞在時から「学習指導要領とイエナプラン」に焦点を当てた研究に
着手しました。2018 年度には後に紹介する「学習指導要領モニターシート」の試作版を完成させ、公立小学校の
自分の担任する 4 年生 30 名のクラスの教室（リビング・ルーム）で使い始めました。2019 年度からは、私立小
学校の立ち上げから開校 2 年目までの 3 年間、実践を試みながらこの研究を継続しました。2021 年度、研究は当
時の同僚であった野原隆成との共同プロジェクトに発展し、これらの成果を 2022 年 4 月にウェブサイト「学習指
導要領を使う」として一般に公開しました。同サイトには 6 つのツールが無償提供されており、その活用方法や他
の研究成果についても動画で解説しています。

　▶ウェブサイト：学習指導要領を使う
　https://sites.google.com/view/gakushushidoyoryo-wo-tsukau/

[2] 前掲書 p.145
[3]『学校と授業の変革：小イエナ・プラン』ペーター・ペーターゼン ( 著 ) 三枝孝弘、 山崎準二 ( 訳 )1984 明治図書  p.53 には、
　　三枝孝弘による解説に次のように記されている。

ペーターゼンは（中略）「幻想なき」教育科学を発展させた。理想主義（アイディアリズム）に対して、教育的実在論（リアリズム）
の立場にたったものといわれる。これは、学校教育を含みこんだ社会生活全体における教育的機能（事実としての）を科学的に明ら
かにすることによって、つまり、教育科学研究を通してまた、教育学も可能になる、という思想である。

https://sites.google.com/view/gakushushidoyoryo-wo-tsukau/ 
https://sites.google.com/view/gakushushidoyoryo-wo-tsukau/ 
https://sites.google.com/view/gakushushidoyoryo-wo-tsukau/ 
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次の項では、このサイトの中心的なコンセプトである「授業づくりの 3 つのゾーン」についてご紹介します。この
3 つのゾーンにおいて 《授業づくりの重心を移す》 という考え方は、授業における「教科書」の存在が大きい日本の
学校現場において、これとは開きのある ＜ホンモノ＞ の学びに向けた取り組みを促すために、わたしが考案したモ
デルです。

■授業づくりの 3 つのゾーン
（同項の内容はウェブサイト「学習指導要領を使う」にて動画で
解説しています）

　「学習指導要領を使う」に掲載されたツールは、全て一つ
の方向性に向けて作られています。それは、日本の学校の 《授
業づくりの重心》 を「教科書」から「学習指導要領」、そして「生
きた ＜ホンモノ＞ の世界と子ども自身の問い」へと移して
いくことです。
　授業づくりには 3 つのゾーンがあります。第 1 ゾーンは

「教科書」です。このゾーンに軸足を置く場合、教師はただ
教科書に書かれている通りに、目的意識をもたずにこれを
こなすことがあります。これは、教科書「を」教えるタイ
プの授業で、一般的にも望ましくないとされるものです。また、教科書の狙いや意図を自分なりに理解し、教科書「で」
教える授業もあります。第 2 ゾーンは「学習指導要領」です。このゾーンに重心を置く教師は、学習指導要領の本
文を読み、教科書教材との対応関係を捉えています。ある場合には、学習指導要領の項目をそのまま子どもたちに
目標として示したり、これを子どもがわかる表現に書き換えて提示したりすることもできます。これらのことが出
来ていくと、教師は「目標が達成されれば、方法は多様であって良い」と考えやすくなるため、教科書以外の教材
や資料、新たな ICT ツールや独自の理念に基づく多様な教育の取り組みも取り入れやすくなります。第 3 ゾーンは「生
きた ＜ホンモノ＞ の世界と子ども自身の問い」です。このゾーンでは、世界の中の生きた ＜ホンモノ＞ を教材に
用いることを重視します。例えば、地域の特産品がじゃがいもであることは本を読めばわかるかもしれません。写
真を見ればさらに実感も湧きます。しかし、＜ホンモノ＞ のじゃがいもを観察したり、実際に畑を訪れたりする方
が、遥かに多くのことを学ぶことができます。子どもたちは、そこからたくさんの問いやアイディアを思いつくこ
とができます。教師はそれらを集めて整理し、学級全体の共同研究をコーディネートすることができます。このゾー
ンに重心を置くようになった時、学級や学校は、遥かに多
くのことを意味のある仕事を通して学ぶ可能性を持つこと
ができます。
　3 つのゾーンのうち、正解はどれですか？　いえ、そうい
うものはありません。ですが、一条校の教員ならば、2 つ
目「学習指導要領」のゾーンに熟知していることは重要で
す。何故なら、このゾーンは両隣のゾーンと地続きであり、
ここを自由に駆け回れるようになることは、他のゾーンも
含んだより広いエリアで、縦横無尽にクリエイティブな授
業に取り組めることに繋がるからです。一条校の教員には、

「その時の学び（遊び）の学習指導要領上の意味を説明でき
ること」が求められます。
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このことは、バスケットボールでプレイヤーがボールを持っ
た際に重要となる「軸足＝ピヴォット」の動きに例えるこ
とができます。プレイヤー（教員）が軸足をいつでも「学
習指導要領」に置くことができれば、その人はゲームのルー
ルに従いながら、コートの上を自在に駆け回ることができ
ます。そして、この時、軸足のもう一方は「生きた ＜ホン
モノ＞ の世界と子ども自身への問い」のゾーンへと大きく
踏み込むことができるのです。（もちろん、第一のプレイヤー
が子ども自身であることは言うまでもありません）
　3 つのゾーンは、授業に関する同僚との振り返りや対話に
も用いることができます。

　・わたしたちが主に取り組むべきなのは、どのゾーンを中心にした授業づくり？
　・今のわたしの授業の傾向は？
　・別のゾーンの授業づくりにはどう取り組める？
　・そのために必要なツール、提供できるサポートは？
　・変える必要のある考え方は？

様々な角度から考えてみましょう。
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■学習指導要領モニターシートとは

　続いて、同サイトに掲載された 6 つのツールの 1 つである学習指導要領モニターシートとその活用例についてお
伝えします。
　このシートを用いることで、子ども／教育者（養育者）は学習指導要領の項目を把握し、その進捗を記録するこ
とができます。活用方法は、必要な箇所だけを切り取って教室に掲示したり、ファイルに綴じて活用したりするな
ど様々です。
　ほとんどの場合、子どもは学習指導要領の内容を知らされていません。また教育者にあっても、学習指導要領を
直接確かめることなく、教科書をなぞるだけの授業に陥ってしまっているケースは多いでしょう。確かに、教科書
は目標に取り組むための一つの道筋を示してはいます。しかし、目標に取り組むための方法は一つではありません。
私たちは目標を知ることでその方法を自由に発想することができるようになるのです。
　子ども／教育者がよりクリエイティブに「目標で考える」[4] ようになること、理想の学びを実現するために「学習
指導要領を使う」ようになることを促すことが、このシートの目的です。

[4] “Denken in doelen: Echter Cahiers voor levend leren en samen scholen nr 2” ウェへデンホーンにある St-Jozef 校の
　　「クロコダイル・プール」と「ペンギン・ロック」、教師の Mariska van der Kloet & Marion Setz とフレーク・フェルトハウズ（著）　　　　
　　De Freinetwinkle 2008
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【記入例】

■学習指導要領モニターシートと Doelenboek
　本シートは、オランダ・イエナプラン教育において長年指導的な役割を担ってきた JAS（Jenaplan Advies & 
Scholing 社）のヒュバート・ウィンタースらの指導の下で開発・発行された “Doelenboek” [5] に着想を得て作成し
たもので、その形式の多くがこのツールに倣っています。

[5]“Doelenboek” ’t Hoge Land te Epe / De Lanteerne te Nijmegen / De Bijenkorf te Eidhoven のグループリーダーたちと
    ヒュバート・ウィンタース（編） JAS(Jenaplan advies & scholing 社 )  2016

このシートでは、学習指導要領の記述をほぼそのままに留めつつも、
その進捗をより正しく把握・記録するために、一つの項目を意味のまとまりごとに分割している
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ただし、これは Doelenboek とは次の点で仕様が異なっています。

このように異なる仕様となったのは、本シート作成の目的が先述した「日本の ＜授業づくりの重心＞ を移すこと」
にあり、これは Doelenboek の目的と完全に同一な訳ではないからです。また、日本の学習指導要領はオランダの
それ（中核目標）に比べて曖昧・子細であり、子どもがわかる言葉に書き換える作業が困難だったことも一つの理
由です。

■公立小学校における活用事例
　今年度、わたしが勤務しているのは複式学級のある小規模校です。わたしは 2,3 年生の学級担任ですが、1,2 年
生（13 名）の生活科の授業も担当しています。年度当初、わたしはこのように言って授業をスタートさせました。

「1 年生は生活科ってどんなことをするのか知っているかな？　よかったら、2 年生の子たちは教えてくれない？」
2 年生の子どもたちは口々にこう教えてくれました。

「楽しいよ！　水遊びとかするの」
「どんぐりでコマ作ったり…」
「学校の前の川にも行った！」
「えっとねー、ほとんど遊び」
この時、こうした子どもたちの発言を受け取ると同時にわたしがしていたのは「昨年度の学習内容を把握し、今年
度の生活科で重点的に取り組むべき内容を特定すること」でした（生活科では 2 学年間で定められた目標・内容を
満たす必要がある。また、私は今年度からこの学校に勤務しており、昨年度の様子を十分には知らない）。加えて、
2 年生の子たちの発言に関連付け、「こんなこともできるよね」と昨年度の学習活動とは別のアイディアを投げかけ
ることもしました。これによって、両方の学年の子たちの生活科のイメージを広げ、刺激しました。発言がひと段
落すると、ある子がこう言いました。

「ねえ、教科書見てもいい？」
私が「もちろん」と応じると、子どもたちは嬉々としてページをめくり始めました。この本には、この年代の子ど
もたちの発達段階にちょうどよく考え抜かれた、楽しい遊びと学びのアイディアが溢れていました。

「このおもちゃ作りたい！」
「ああ、これやったことある」
　そんな時間を過ごすうちに、子どもたちは次第にすぐにでも何かを始めたい、という気持ちに駆られたようにな
りました。
　次の生活科の時間、わたしは前回までに子どもたちから出てきたアイディアを書き留めたスライドを示しました。
このマップの中央には、生活科の学習指導要領モニターシートが貼られており、わたしは次のように話しました。
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「実は、生活科ではここに書いてある
ことが 2 年間のうちに全部できるよう
にする必要があるんだ。つまり、生活
科っていうのはゴールがある時間なん
だね。けど、ちょっといきなりこんな
に出されたら、困っちゃうよね。書か
れている言葉も少し難しいしね。それ
に、みんなはきっとすぐにでも何かや
りたいって思ってるんだよね？　だか
ら、ひとまず今は『生活科は何でも出
来る時間』って思ってくれてたらいい
よ。みんなが出したアイディアは、ど
れもここに書かれたゴールにつながっ
ているものだからね。さあ、今から何
をしようか？」

こうして、子どもたちはゴールの存在を少しだけ知らされつつも、まずは自分の問いやアイディアに素直に取り組
むことを促されました。絵本づくり、校舎周りの探検、ダンゴ虫ハウスづくり、 リサイクル材を使ったおもちゃ作
りなど…自分が選んだことに思い思いに取り組む期間がしばらく続きました。
　
また、ある日の生活科の時間。わたしたちは地域の人と一緒につくったパーマカルチャーガーデンにたくさんの種
類のハーブが育っていることを発見しました。

「ちょっと匂いを嗅いでみよう」
「うわっ、すご！」
「これはローズマリーっていうん
だよ。これにお湯を注ぐだけで、
ハーブティーが飲めるよ」

「えっ、飲みたい！」
その日の給食のあと、わたした
ちは早速ローズマリーティーを
楽しみました。
　また、別の日の生活科の時間。
わたしはたまたま同僚の先生か
ら頂くことのできた茶葉（緑茶）
を、子どもたちに見せました。

「これ、6 年のすぐる先生からも
らったんだよ。実家がお茶農家
さんなんだって。」

「あ、ウチもお茶やってる！」
勤務校のある地域は、全国的に
も知られるお茶の産地です。

「いい匂い！」
ひとしきりお茶について話をした後、子どもたちからこんなアイディアが出されました。

「ねえ、またお茶飲みたくない？」
「お茶屋さんやったらいいんじゃない？」
子どもたちはローズマリーティーで体験したことを元に、今度は緑茶を自分たちで淹れることにしました。家庭科
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室から持ってきた茶器、職員室から借りた電気ポットを使い、廊下に置かれた机や棚を生かして、あっという間に
作られた即席のお茶屋さんは大盛況。同じフロアの 3 年生や先生たちにも振舞いました。このお茶屋さんは繰り返
し異なるメンバーで開かれました。また、このことは近所のおばあさんが取らせてくれた梅の実を使って梅ジュー
スをつくり、梅ジュース屋さんを開くことにもつながりました。子どもたちは、授業を見学しに来たお客さんや保
護者の方に炭酸水で割った梅ソーダを何度も振る舞っては、誇らしげな様子でした。

 　さて、また別のある日の生活科。久
しぶりに学習指導要領モニターシートを
デジタルボードに写し、こう話しました。

「このシート、覚えてる？　生活科には
ゴールがあるんだよ、って話。今日まで
にみんなが取り組んだことを見ていて、
このゴールは出来ているな、って思った
ことに色を塗ってみたんだけど……こう
いう風に、色がつかなかったところもあ
るんだ。例えば、どういうことかという
と…」
と言って見せたのは、この項目。

　

「つまり、わたしたちは家族について学ぶ必要がある、ってことなんだね」
そう確認してから、今度は 4 月終わりに実施していた家族調査（子ども自身が予め設定された問いを用いて家族に
インタビューするシート）の中から、かいくんのお母さんが書いてくれたことを取り上げました。 

すると、子どもたちはすぐに相談を始めました。
「じゃあ、かいくんのおウチに行ってみらたいいんじゃない？」
「うん、行こうよ」
「どうやってお願いする？」
この後、かいくんが休日におウチの人に伝え、次の週には電話で直接お願いすることになりました。子どもたちは
職員室の電話を借りて、かいくんのおばあちゃんに依頼。初めての校外学習の予定を取り付けました。

このバージョンは、学習指導要領の記述を子どもが理解できる平易な言葉に（その意味を留める範囲内で）
書き換え、「わたし」を主語に加えたものであり、より Doelenboek に近いものとなっている
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　訪問当日、スクールバスに乗ってかいくんのおウチに出かけると、そこにはホンモノのお茶工場。機械が動く様
子を見せてもらったり、茶畑を案内してもらったり、3 種のお茶を振る舞って頂いたりする中で、疑問がどんどん
湧いてきます。子どもたちは、その都度かいくんのおじいちゃんに質問を繰り返し、おじいちゃんもそれに快く答
えてくれました。
学校に戻ると、新しく浮かんだ疑問やアイディアを付箋に書き出しました。

「今度はパン屋さんに行きたい」
「なんで同じお茶なのに、色が 3 種類もあるんだろう？」
この学びはまだまだ終わりそうにありません。

　上記はあくまで一例であり、わたしは今年度担当している全ての学年・教科の授業で学習指導要領モニターシー
トを使用しています。活用の方法も様々ですが、このシートのお陰で、周囲の理解を得ながら ＜授業づくりの重心
＞ をより「ホンモノ」の学びに移すことが出来ていると実感しています。このシートはウェブサイトからダウンロー
ドすることができ、活用例等を記したガイドも併せて掲載してあります。皆さんもぜひ活用してみてください。

■終わりに

　イエナプランという名前は、1927 年 8 月、ペーターセンが（スイスの）ロカルノで開かれた新教育フェローシッ
プで『人間の学校』について講演した時に、彼の意思とは関係なく生まれました。その後、多くの先人たちが継承・
発展させ、今日まで消えることなく続いてきたこの名前を、わたしはこれからも残していきたいと願っています。[6] 
しかし、最も肝心なのは、ペーターセンがイエナプランに宿した “ 実質 ” を、この国の教育全体に行き渡らせるこ
とだと思います。そして、これは私たち日本のイエナプランナーと全国の教育者が持てる才覚をフルに発揮し、一
人ひとりが心から望むものを目の前に体現しようと試み続けることによってのみ成し遂げられるはずです。まずは、
自分なりの一歩から。共に踏み出しましょう！

[6]『イエナプラン 共に生きることを学ぶ学校（Kindle 版）』フレーク・フェルトハウズ & ヒュバートウィンタース ( 著 )
　 リヒテルズ直子 ( 訳 ) 2020 ほんの木 p.38
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【実践報告】

常石ともに学園でワールドオリエンテーションに取り組んできて 

常石ともに学園　助教諭　牧野　恵
 
　常石ともに学園で働いている牧野恵と申します。私は今、１〜３年生の異学年学級で働いています。今回、私が
低学年の先生方と一緒にワールドオリエン―ションをどのように取り組んできたのか、その実践についてお伝えし
たいと思います。
 
　１つ目に紹介するのは、昨年度取り組んだ「豆」についての探究活動です。この活動は、国語の「すがたをかえる大豆」
の教材をもとに、１か月程度の時間を目安に取り組むことにしました。そのための準備として、夏休みから低学年
グループの先生方と一緒に準備を始めました。最初の刺激として、考えたことは、白玉団子にきなことみそとしょ
うゆの３種類の味を子ども達と一緒に食べ、共通しているものについて考えさせるということでした。食を刺激と
して取り上げたのは、低学年グループは頭で考えるよりも５感を刺激することの方がより興味がもてるのではない
か、と考えたからです。そして、その後「豆」についての探究を始めることを知らせ、探究活動を始めました。活
動のグループも、この時はしょう油・味噌・きなこ・なっとう・豆腐・その他にあらかじめグループを分けておき、
子ども自身が興味のある分野でグループを作り、クラスを超えて活動を始めることになりました。
　グループに分かれた後は、それぞれ担当の教師が相談をしながら探究活動に取り組んで行きました。私自身は納
豆グループとして進め、最初に納豆について問いを出そうと、不思議に思っている事や知りたいことを紙に書いて
いくことにしました。ある先生はオンラインでの醤油についての講座を見つけたり、保護者の方が講師となって味
噌を作らせてもらったり、私自身も納豆グループの中で子ども達が本で調べた納豆菌は稲わらにいる菌で出来ると
いう情報を基に、稲わらを分けてもらい、藁納豆作りやにがりを使った１からの豆腐作りにもチャレンジすること
もできました。これらの活動は、子ども達だけでは取り組めなかったと思いますが、教師も一緒にやってみること
が、活動を効果的にするのだということが分かりました。他のグループでも、きな粉づくりや醤油づくり、豆を使っ
た料理など 1 つのグループ 1 つのクラスだけではできなくても、みんなの力を合わせれば，これだけ豆について知
ることができるのだということを実感しました。
　探究の終わりに、低学年グループの中で催しを行いました。醤油グループでは、醤油の名前の由来や味噌グルー
プでは全国の味噌の種類を地図に表したり、納豆を作る過程を画用紙にまとめたりして発表しました。私たちにとっ
て初めて大きな催しとして取り組んだ活動でした。
 
　もう１つの取り組みとして、今学期取り組んだ、常石地区を探検した常石探検隊の活動です。生活科の単元であ
る町探検をベースに活動を組み立てました。このテーマを１学期に取り上げようと思ったのには、理由があります。
それは、この開校までの 3 年間で、学区外から通う子ども達が増えてきたことに理由があります。基本的に自家用
車での登下校であるため、意図的に学校以外の場に出ないと学区の事が分からないという実態があったからです。
また、低学年のうちに学区をよく知ることが、後々 3 年生以降の社会科に繋がっていくと考えたからです。
　大まかな内容が決まった後、教師側で活動をスタートする前の準備を始めました。同僚の先生と学区を歩き、ど
のようなものが学区にあるのか、自分達の目で確かめることにしました。私自身は今年で３年目になりますが、学
区をゆっくり歩いたのはほぼ初めてだったので、私のほうが新しい道や店などの新しい発見に驚いてしまいました。
学校の外で新しいものを発見する楽しみは、きっと低学年の子ども達にとっても興味をもつ活動ではないかと思え
ることができました。
　始めの刺激として、地域のお散歩に出掛けることにしました。３年生は、社会の学習も併せて、事前に地図記号
や方角について学び、地図をもってクラスの先頭に立って歩いてもらうことにしました。そして、自分たちの発見
した建物や気になる場所について記録し、振り返りを行い、その後、改めてもう一度見てみたい場所や気になる場
所のグループに分かれて詳しく調べることにしました。地域にあるお弁当屋さんや工場、公民館や商店など地域の
特徴的な場所や協力していただけそうな方であるかをポイントに、事前に訪問先を教師でいくつか選び、グループ
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に分かれて探究活動を始めました。
　それぞれのグループに分かれた後は、もっと深めたいことを話しあい、訪問先に電話をしてインタビューの日時
を決めたり、聞いてみたい内容を整理したりしていきました。この催しでは、グループで訪問先の紹介や発見した
などを中心に発表を行いました。
 
　今回、ワールドオリエンテーションとして記事を書かせていただきましたが、みなさんがイメージしている問い
から始まるワールドオリエンテーションとは少し違ったかもしれません。それは，私達自身が、ワールドオリエンテー
ションとはどうあるべきか、いつも模索しながら取り組んでいるからなのだと思います。イメージしていたものと、
実際にやってみると子ども達の実態や、時間や制度の制約など、本で学んだだけでは見えなかった難しさが色々と
ある事を実感しました。ただ、その中で、今現在の私たちがやってみての気付き、成果や課題をお伝えしたいと思
います。
　まず、今の、私たちの低学年の探究テーマの選び方について、今回紹介した 2 つのテーマはどちらとも教科書に
ある題材をベースに、１か月程度の時間を目安に大きなテーマとして事前に準備して取り組んだものです。子ども
達の姿を見ながら面白いテーマやその時に関心のあるテーマを柔軟に取り上げたいという思いもありますが、いつ
も新しいことを考えるのはとても大変なものでもありました。そこで、３年間という長い括りの中で、理科的な要
素が強いもの、社会的な要素が強いもの、その季節にしかできないもの、学校の行事との兼ね合いなどのバランス
を見ながら（国語・算数の要素はもちろんの事）、教科書を考えるヒントとして、使っているようなイメージです。
　２つ目に、低学年の取り組み方について、５感を使った活動となるように意識している所です。理由として、低
学年という年齢的なものや、様々なニーズをもって入学してくる子ども達の実態を踏まえ、実際に見て、触ったり、
聞いたり、味わったりすることを重視することが、低学年が関心をもって取り組めるのではないかと考えているか
らです。イエナプランがスタートしたはじめのころは、学校にあるタブレットやパソコンを使って、インターネッ
トや図書室にある本を中心に情報を集めることもありましたが検索をしても漢字が読めなくてそこでストップして
しまったり、情報の真偽が確かめられなかったりしたこともありました。そこからメディアの使い方や漢字が学べ
る、という意見もあるかと思いますが、それらメディアの本格的な活用は、高学年グループからでもよいのではな
いかと感じているところです。そこで、低学年では、大きなテーマに取り組む際には、個別に使える子はインター
ネットも使いながらも、教師が地域の図書館で低学年でも興味をもって見る事の出来そうな関連する書籍を５０〜
１００冊程度集めて設置しておく方法をとっています。
 
　私が勤めてきたこの 2 年間で、先生たちも子ども達も、段々とワールドオリエンテーションの探究も見通しがも
てるようになってきているように感じています。例えば、催しに向けて準備をしよう、ということになるとある程
度どのような発表にするか、特に 3 年生にはイメージが思い浮かんでいるように思います。また、先生たち自身も、
面白くて豊かな時間にするには、どのようなことができるかアンテナを張りながら進めているようにも感じていま
す。特に、大きなテーマに取り組む際は、クラスを超えて子ども達がグループを作るため、先生同士の情報交換も
探究をより深めるポイントだと思います。例えば、豆の探究では、話を聞いた保護者の方が味噌づくりを教えて下
さることになったり、ある先生は、醤油作りのオンラインの講座を見つけてみんなで受講したりすることもありま
した。子どもだけでなく先生達自身も、身の回りの中で何か学びのヒントになるものはないか、年々アクティブになっ
ているように思います。また、探究の進め方について困った時にどのようにフォローしていくのか、先生同士の対
話やチーム作りの大切さについても、イエナプランのチーム研修を受講して、日々実感している所です。これからも、
試行錯誤と積み重ねを繰り返し、よりよいワールドオリエンテーションの時間となるように、取り組んでいきたい
と思います。
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イエナプラン教育を公立の学校で行う初めの一歩とは 

〜自分の経験より〜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原　直希
　私は、3 ヶ月間オランダでイエナプラン教育を学んで来まし
た。その後 2 年間公立の小学校で実践しました。結果としては
自分なりには手応えを感じる場面がいくつありました。その一
部を紹介しようと思います。また、公立で実践する場合は一緒
に働く先生方の理解も必要だと思いますので、どのように理解
してもらったのかも一緒に紹介します。
　私はオランダでの 3 ヶ月研修から帰国した次の日に公立の小
学校で勤務することになりました。私は、オランダ研修に参加する年の３月で小学校教諭を辞職して研修に
参加していました。オランダに向け出国する 1 ヶ月前に３月まで勤務していた勤務校から連絡があり１２
月から産休に入られる先生が居られるため、研修が終わり次第一緒に働かないかと校長先生からご連絡をい
ただきました。なぜ帰国した翌日には勤務していたかと言うと、産休に入られる先生が私の都合に合わせて
産休に入るタイミングを予定より 2 週間程度伸ばしていただいていた関係です。
　勤務していた学校は、1 学年３〜４クラス程度からなる中規模学校です。私が赴任した７年前はベテラン
の先生が多かったのですが、7 年の内に退職や人事移動があり学年団に２〜３人は２０代の先生がいます。
平均年齢が３０代前半という学年もありました。職員同士は仲が良く、とてもアットホームな学校でした。
また、地域のイベントに学校が協力することもありましたし、学校のイベントに協力していただくこともよ
くありました。そのような学校でオランダで学んできたイエナプラン教育を約 2 年間実践してきました。
　まず、私は帰国して 1 週間ぐらいで先生方に自主研修をさせていただきました。オランダでイエナプラ
ン教育を学んでいる最中に研修主任の先生から連絡がありました。内容は、帰国したらオランダで学んで来
たことやオランダ文化などについて研修して欲しいという内容でした。私は二つ返事で研修を了承しまし
た。イエナプラン教育を実践するためにはある程度、周りの先生方の理解が必要だと思っていましたので、
良い機会を与えていただきました。しかし、研修の内容には困りました。理由は 2 つあります。1 つ目は、
イエナプラン教育の内容どころかイエナプラン教育の名前を知っている先生もいなかったからです。イエナ
プランではなくイエスプランと誤解されていたほどです。2 つ目は日本では公立の小学校であれば、日本全
国どこにいても同じ教育内容を行なっています。しかし、オランダでは法で教育の自由化が認められている
ため、様々な教育の在り方があります。そのため、ひととくくりにオランダの教育の内容を伝えることがで
きないという点です。
　そこで、私が行った研修は私のオランダ旅行記という内容で行いました。オランダの教育は 3 ヶ月間オ
ランダに在住しただけでは分かりません。しかし、私がオランダで体験したことや私が感じたオランダのこ
とは誤解なく伝えることができると思ったので旅行記にしました。また、研修に参加される人は、コーヒ持
参でお菓子を食べながらの研修スタイルにしました。実際に私もイエナプラン教育の理論を研修施設で受け
ていた際はコーヒーを飲みながら、アットホームな環境で研修をしていただきました。その雰囲気が私は好
きで、その雰囲気を少しでも味わってもらいたく、そのようなスタイルにしました。
　この旅行記研修の内容の後半は、参加者でワールドオリエンテーションを行いました。ワールドオリエン
テーションのテーマはチョコレートです。なぜチョコレートで研修を行ったかというと、職員室で一番多く
食べられているお菓子がチョコレートだったからです。ワールドオリエンテーションを始める前に、お菓子
を置いてあった机を黒い布で覆い隠しお菓子を見えないようにしました。そして、この研修で一番多いお菓
子の種類は何だったでしょうかという問いからワールドオリエンテーションを始めていきました。本来なら
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ばもっと自発的な問いから始めたかったのですが、時間もあまりなかったため、私の方で強引な仕掛けを作
りました。そこからは、マインドマップの中心にチョコレートと書き印して進めていくだけです。研修に参加され
た先生方の反応は、ワールドオリエンテーションに興味を持ったという意見や調べ学習が楽しかったなどの肯定的
な感想が多かったです。この研修で私が一番こだわった所は、イエナプラン教育の用語を使わなかったという点で
す。イエナプランという言葉も使っていなかったと思います。なぜなら、イエナプランというと「新しい教育」や「イ
エナプラン教育のことをよく知らないけどできるのか」などと感じる先生もいるのではないかなと思ったからです。
イエナプラン教育のことを知ってもらうために、その人にあった言葉で置き換えることは、子どもたちに新しい概
念を教える時に子どもたちに分かる言葉で伝えるのと同じように大切なことだと思います。そのため、ワールドオ
リエンテーションは総合的な学習の時間 ( 以後、総合学習と略 ) と親和性が高いため探求学習という言葉に置き換え、
先生方が実践してみたいなと思うような内容にできるようにこだわりました。
この研修を行えたことで、周りの先生方の理解もあり、新年度の総合学習はワールドオリエンテーション ( 周りの
先生方には探求学習と伝えています ) で進めていきました。一緒に学年を担当した先生にはその年度末に「総合学
習の時間の進め方が良く分かりました。」と嬉しい言葉を言っていただきました。その発言の背景としては、総合学
習の時間は国語や社会の教科の発表や行事等で使うイメージが強かったようです。
私が 2 年間公立の小学校でイエナプラン教育の実践をして思ったことは、個別最適化学習など進んでいる現代の日
本では、イエナプラン教育と似ている教育方法は沢山あると思います。実践をする上でとても参考になります。な
ぜならイエナプラン教育で大切なのは理念だからです。私がイエナプラン教育を行う上で危惧することは、イエナ
プラン教育が方法論として伝わっていくのではないかという点です。方法論は良かったのか悪かったのかの二項対
立が生まれてしまいます。そうではなく、同じ理念を元にどのような方法や環境がよりベストなのか考えることが
実践をしていくためには大切だと思います。

【研修報告】

・専門教員資格認定研修報告　　　　　　　　　　　　　　　石井七実

　
　できるだけ対面で行いたいとスタートした今年度です。
　自己紹介から始まり、遊びや催し、そして対話と学びを共に学ぶ中で研修生
同士の繋がりも深めながら進めています。
　7 月 27 日から４日間行った対面研修ではワールドオリエンテーションを体
験しながら学ぶことを中心に実施しました。自分の探求だけでなく、互いに探
求するプロセスを横目に進めていたので最終日にはたくさんの気づきが受講生
の中から聞こえ嬉しく思いました。主催側としても改めて学びを共に創る難し
さと楽しさを感じた４日間でした。何より探求を進める中で受講生からの「楽
しい！」との心からの声や目を輝かせて説明している姿が印象的でした。
今回は研修の最後に踊って（催しをして）終わりましたが今後も楽しみつつ皆
で学びを深めていきたいと思います。
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